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途上国において輸出用の商品作物が生産されるようになり、食料生産が十分行えず、一方で穀物が家畜飼
料やバイオ燃料などのエネルギー生産に利用されるようになったため。（79字） 
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2）−Ａ 2）−Ｂ 

 
インド・オーストラリア 

 
太平洋 

 
南半球に位置するニュージーランドは、大消費地東アジアの端境期に向けて果物
や野菜や、高付加価値のワインやチーズを生産している。（62字） 

1）−ア 1）−イ 

 
水力 

 
地熱 

 
非ヨーロッパ系の移民を制限する白豪主義政策をやめ、アジアからの移民や先住民の人権や文
化を尊重する多文化主義政策が取られるようになった。（67字） 
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ミクロネシア 

 
メラネシア 

 
ポリネシア 

情報通信業 製造業 
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規格化されたコンテナを利用することで、荷造りや異なる輸送機関での積み替え、積込み積下
ろしの手間を省け、貨物輸送時間が大幅に短縮され、貨物輸送コストも低下したから。 
（81字） 

 
前者が綿紡績で後者が毛織物である。偏西風の影響を受けてペニン山脈西麓は湿潤なため、糸が切れにくく
紡績に有利な綿織物工業が発達し、東麓側は乾燥して羊の牧畜が盛んであり、毛織物工業の原料供給地とな
った。（99字） 
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産業革命 

 
イノベーション 

 
スタートアップ 

 
ラストベルト 
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